
しょがいよう

I巨額別にも決産物およひ.工場製品等の即Jきが挑んなときは，有

がい貨車の使用制合が， 石炭 ・鉱石類~原材料の輸送が活発な

ときは， 無がL、貨車の使用割合が低下することが通例である。

(加藤礼三)

しょがいようせい 所外養成 国鉄における職員の養成を大

別すると，養成後|刻による養成と，所外養成の 2 つに分けるこ

とができる。すなわち鉄道教習所 ・職員養成所 ・ 技能者養成所

および看談錦養成所等の養成総|装lで行う養成以外のものを， 総

称して所外養成と呼んでし、る。

国鉄でいう所外養成の範囲はまことに広い。通信教育 ・ 監督

者研修 ・ 連絡手訓練 ・ 委託生 ・ 学術研究良 ・ 学修生のほか， 職

員総習会もみなこの所外養成に属する。(軽米利親)

しょきがかり 諸機掛 起重機・ 汽缶(きかん)等の設備され

ている箇所におかれる職で，起軍機その他諸機械類の操縦 ・ 保

守および汽缶の焚火 ・ 保守等に従事するものである。

取扱う機械によって労働基準法に定める起軍機巡転士または

汽缶土の免許を必裂とする。(却税減次郎)

しょきしゅ 諸機手 * 諸機掛の配置されている箇所におかれ

る職で，その指仰を受けて，諸儀掛の職務干ilì助を行う。なお機

関l亙 ・電車区等にあっては昭和 32 ・ 1 から日在日iil'!fと改称された。

_，.整備掛。(加藤誠次郎)

しょきゅうよすいとういん諸給与出納員 日本固有鉄道法

上の現金出納紋員であって ， tB納役または分任出納役に所属す

るが， これと独立して会計長の命令により ， 従事員・職員・試

用具および常勤g属託に対する諸給与(給与 ・ 賃金 ・ 手当 ・ 旅政

など)を，それらの者の勤務箇所において直接支払を行う出納

民の俗称である(日本固有鉄道会計規稜第 9 ・ 10 条)。

国鉄においては，久しく役職員等に対する諸給与の支払につ

いては，総代受領制度を採用していたが，昭和 28 ・ 7 以来労働基

準法の定めるところにしたがい，賃金その他については， 直接

本人払の制度を採用することとなったので，なるべく末端の現

業機関に至るまで，この諸給与出納員を設けることとした。

したがって出納役 ・ 分任出納役(駅払の場合にかぎる) または

派出払出納員は， 言者給与 /:lJ納員に支払現金を交付したときは，

w納長から諸給与領収書を徴して，支払伝援に添付する。出納

役等が務給与出納員に対し支払資金を交付した場合は， 一般の

場合のように， 交付資金の f云柴の発行は裂しないものとしてい

る。なお諸給与w納員は， 諸給与等の支払盤JlJ!符を日ììえ ， 支払

が完了するまで， 支払をした日ごとに詑l阪整理を行うこととし，

支払資金受領後， 1 箇月を経過しでも本人に支払をすることが

できない場合は， 原則として， その金仰を当該経世に戻入する

手続をとることとなっている。

この諸給与出納員の指定は，勤務箇所長が会計長の承認を受

けてこれを行い， 当該筒j)'Jr長は， 言者給与/J:\がJ Jic\を指定したとき

は ， 会計長に対し，諸給与害事の支払資金の受領に用いる当該出

納員の印鑑の印影を添付して， その験氏名を報告することとし

ている。

言者給与出納員の総裁代JlJl権， 弁償責任等については*出納員。

(渡辺耕一)

じよきんりょこうりょひ 助動旅行旅費 駅 ・ 区 ・ 所等の職

民が，自己の所属する駅区所以外の以区所等の業務に従事する

ため， jljj勤する場合に支給される職務旅費t。業務の助動とは，

駅区所等における業務の遂行が， 所属職員の公休 ・非番 ・欠勤 ・一

時的欠員等によ って，他の駅区所等からの応援を受けなければ

正常に行なえない場合，または業務量:が平常の状態をこえ，定員

のみによっては正常な業務の遂行ができ沿い場合等に，他から

その業務を応援しまたは助勤することをいう。したがって助勤

先の勤務については， 当然その駅区所長の指慨を受けることに

なる。単に駅区所 l 

害事に旅行し， 業務 l 区
の遂行について，

その駅区所長の指

j111既督を受けない

場合は ， ]lj)車1)旅行

とはならず，業務

連絡旅行となり，

職員家族慰安のために国鉄が行っている行事である。これはい

つから始められたのか詳細はわからないが，以前は鉄道として

の総合的行事であ ったようである。のちに国鉄に事公会ができ

て ， この仕事が奉公会事業として毎年行われるようになり ， そ

の後機併の改革に伴なL 、 ， レク リエー ション業務の一環として，

年中行事中最大の行事として長い間引き続いて実施されている。

その内容は各鉄道管Jm局 ・ 工場 ・ 工事事務所その他の職域に

よって， 思い思いに計画され実施されているが，最近では関係

者の努力によって内容も充実し有効な成果を収めつつある。

このほかに現場慰問および巡回映画と称して，職員や家族の

文化の向上 ・ 士気の11協のために芸能人， 映画関係者を派遣し

て明日の職場の活動の元にしている行事もある。(山辺点雌)

しょくいんクラフ 職員クラフ 国鉄における職員クラブは，

数多い職場のレクリエーショ γの笑践機関として自主的に組織

されたもので， とくに現場儀闘が，その勤労意欲 ・ 作業iJ~率当事

を増進しやすくするため， 集団職場および地区連合を単位とし

ている。

このクラブはレクリエ ー ショソの本旨にしたがって，職員の

おのおのが，各自の好む樋目を選んで，お互のレク リエーシ ョ

ンの充実をはかっている。

国鉄は職湯が多いだけに，職員のクラブ活動の分野も非常に

広く，各組のスポーク ・ 教養 ・ 文芸 ・ 娯楽等その極目も飯々雑

多で，あるな味ではレクリ エー ショ γの不足を有lìい ， またべつ

の意味では，レタ リエーショ γ活動と表w-体をなしてfjl極的

な活動をしている。

国鉄のスポークは古い歴史をもち， 日本のスポー ツ界にも大

きな足跡を残しているが， 教授 ・ 文芸 ・ 娯楽等の聞においても，

相当高いレベノレに達しているものもある。これらはいずれも職

員クラブによって後われ， 職員の文化の向上 ・ 職場の I~j朗化と

親l陸を深めるために役立っている。(山辺貞雄)

しょくいん乙うしゅうかい 職員講習会 国鉄現業機関の長

が部下職員に対し， 日常業務に必要な匁.1~地技能を青|闘がJに数1~1

させる目的で，大正 10 ・ 2 制定した職員講習会規程によ って ， 突

施されたこ と にはじ まる。

職員講習会は現場の幹部を講師とし，指定の部下職員を講習

生として， 一定期!日1教育を施すもので，国鉄の養成制度のうち

では，も っ とも機宜に適したものであって， この制度の発足に

よ っ て職場訓練の体制が確立されたのである。

その後この職員総習会の制度はさらに発展を とげ， 互主成機IMI

に該当の部科がない場合，または養成後関の教育ーに支障がある

とき，もしくは業務上さしせま った事由により，急速に縫成を

行う 必要が生じた場合当事には ， 鉄道管JlJl局長その他の地方機関

の長は， 職員~Nf.習会規程に準拠して， 短期間の講習会をIJfJ設す
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